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　当院は、院内感染の防止を極めて重要な責務と考えており、共立蒲原総合病院及び富士宮市立病院と協力し、積

極的に取り組んでいます。

　院内感染は、抵抗力の落ちている患者さんにとって、病状が悪化する危険性や入院期間が延長する恐れがありま

す。各病院は院内感染を起こさないために、感染対策に特化した組織を作り、マニュアル作成、職員への教育、検

査データの収集・分析などを行っています。

　今年度は、それらの活動について、当院は共立蒲原総合病院へ赴き、共立蒲原総合病院は富士宮市立病院へ赴

き、富士宮市立病院は当院へ赴き、相互に点検・評価しました。良い点や改善点などの新たな気付きがあり、相互

評価は富士保健医療圏（富士市・富士宮市）全体の感染防止対策の質を高めています。

当院は、富士宮市立病院から以下の点を高く評価していただきました。

◦職員に対して、感染対策の基本である標準予防策（手洗い、アルコールによる手指消毒、マスク・エプロ

　ン・手袋などの個人防護具の着用など）の周知が徹底されていること

◦薬剤師が検出菌に合った抗生剤を使用するよう他の職員に対して指導していること

｢基本診療料の施設基準等」において、感染防止対策地域連携加算を取得している

保険医療機関は、｢感染防止対策加算1の届出を行っていること｣、「他の感染防止

対策加算1を取得している保険医療機関と連携し、少なくとも年1回程度、当該加

算に関して連携しているいずれかの保険医療機関に相互に赴き評価を行い、当該

保険医療機関にその内容を報告すること」とされています。3病院は、その基準に

従い、取り組みを進めています。

感染防止対策の取り組み

感染症が流行する季節で

す。ご来院の際は、マス

クの着用などの感染防止

対策にご協力をお願いし

ます。

Ａ. 感染対策の組織(委員会の定期開催など8項目)

Ｂ. 感染制御チームの活動(マニュアル整備や職員教育など28項目)

Ｃ. 外来(診察室の手指消毒薬の有無など12項目)

Ｄ. 病棟(病室の空調など20項目)

Ｅ. 集中治療室(着衣及びベッド周囲の環境など5項目)

Ｆ. 標準予防策(手洗いや手袋など9項目)

Ｇ. 感染経路別予防策(空気感染予防策など20項目)

Ｈ. 術後創感染予防(抗菌薬投与など4項目)

Ｉ. 医療器材の管理(尿道カテーテルなど16項目)

Ｊ. 洗浄・消毒・滅菌(医療器具や内視鏡など14項目)

Ｋ. 医療廃棄物(廃棄物の分別など4項目)

Ｌ. 微生物検査室(安全キャビネットなど13項目)

当院と共立蒲原総合病院との
会議の様子(蒲原病院にて)

病棟処置室の確認
 (当院にて)

安全キャビネットの確認 (当院にて) 感染症病床の確認 (当院にて)

チェック項目 (全153項目)
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各
科
紹
介

小児科医による小児内視鏡検査
～ お 子 様 の 消 化 器 症 状でお 悩 みはありませんか？～

　眼科は藤谷・渡辺の2名の医師及び視能訓練

士・看護師で診療を行っております。

　扱う疾患は、白内障・緑内障・網膜剥離・加齢

黄斑変性症・糖尿病網膜症・先天性眼疾患・眼外

傷・眼
が ん

瞼
け ん

内
な い

反
は ん

・斜視・翼状片・ドライアイ・結膜

炎・麦
ば く

粒
りゅう

腫
し ゅ

・霰
さ ん

粒
りゅう

腫
し ゅ

・ぶどう膜炎など多岐に渡り

ます。糖尿病、甲状腺疾患、炎症疾患などは内

科、目の周囲で起こった帯状疱
ほ う

疹
し ん

などの感染症は

皮膚科、頭蓋内疾患による視力・視野障害は脳神

経外科に相談するなど、他科と連携した診療を行

っており、それを目的に眼科の開業医の先生から

ご紹介いただくこともあります。

　また、2か月に1度、山梨大学医学部眼科学教室

教授の飯島先生の診察が行われ、難症例やまれな

疾患などの診断・治療に万全を期しております。

　視覚障害があっても残された視機能を最大限に

活かすお手伝い（ロービジョンケア）も月1回行

っております。

　白内障手術については、ニーズに合わせて2

泊3日の入院と日帰りの2種類を用意しておりま

す。

　これからも総合病院としての強みを活かした診

療を行い、地域の皆様の健康を支えていきたいと

考えております。

眼　科
～総合病院ならではの連携プレーと

日常生活を楽にするための医療的支援～

　大人に対する内視鏡検査は身近な検査となって

いますが、こどもに対する内視鏡検査は普及の途

中にあります。こどもは体が小さく、内視鏡検査

に対する不安やストレスを感じやすいものです。

また、検査中に動いてしまうことによる危険から、

鎮静は必須であり、ときに全身麻酔が必要になる

こともあります。こどもの内視鏡検査はハードル

が高く、内視鏡検査が必要な場合でも、検査が遅

れがちになり、その間に症状が悪くなり診断・治

療が遅れてしまうケースもあります。

　当科では、治療が遅れてしまうケースを少しで

も減らすため、消化器内視鏡検査（胃カメラ、大

腸カメラ、小腸カプセル内視鏡検査、超音波内視

鏡検査）を必要とするこどもたちには積極的に実

施しております。こどもの内視鏡検査は基本的に

小児科医が担当し、麻酔も必ず内視鏡検査とは別

の小児科医が担当し、合併症にも対応できるよう

備えています。また、必要に応じて、成人を診療

する消化器内科医や麻酔科医の協力体制も整えて

います。なお、お子様の苦痛をなくすことと安全

性を優先しているため、基本的には入院（日帰り

入院、一泊、前泊）して検査を行います。

　今まで敬遠されがちであった内視鏡検査ですが、

当科で速やかに検査・診断ができたために重症化

せずに済んだお子様もいます。お子様の消化器症

状でお悩みの際は、ご相談ください。

対象となる症状

繰り返す腹痛などで登校できない、長引く嘔
お う

吐
と

・

下痢・血便・黒色便、原因不明の体重減少・成長

障害、繰り返す口内炎・痔
じ

ろうなど

診察日

木曜日(受付時間は､午前8時から午前11時まで)

お問合せ  小児科外来　内線2298

医長：松岡　諒
りょう

 

[専門分野]
小児栄養・消化器・肝臓
小児消化器内視鏡

[資格]
日本小児科学会専門医
日本小児栄養消化器肝臓学会認定医
TNT（Total Nutrition Therapy）認定医

渡辺　勝

医師

藤谷 暢子

部長



｢特別初診料｣・｢特別再診料｣のご負担をお願いしております。
当院は「地域医療支援病院」の承認を受けているため、他の医療機関からの紹介状をお持ちでない初診の患者さんに初診料に加えて「特別初診料
（医科：5,400円、歯科：3,240円)」を、また、病状が安定し当院から他の医療機関に文書による紹介をされた後、自己判断により当院への通院
を継続される患者さんに再診料に加えて「特別再診料（医科：2,700円、歯科：1,620円)」をご負担いただいております。※金額は、税込みです。▍3

富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成31年1月1日現在

診療科 《 部 長 名 》
《 責  任  者 》

月 火 水 木 金 （　備　　考　）

内 科
初診

増田 嵯峨﨑 渡邉 三國 大野

渡邊 青木 桐生 土谷 土屋

（ 血 液 内 科 ）《 藤 井 常 宏 》 藤井 谷口 藤井 山城 谷口医師は午後予約のみ

（糖尿病･内分泌内科）《 辻 野 大 助 》 辻野／比企 関口 辻野 関口 辻野 月曜の辻野医師は午前、比企医師は午後

（呼吸器内科）《 木 村 哲 夫 》 木村 木村 木村 木村 高坂 火曜の関口医師は午前

（ 腎 臓 内 科 ）《 笠 井 健 司 》 高橋 笠井 嵯峨﨑 高橋 笠井

（消化器内科）《 佐 伯 千 里 》 佐伯 金井 鳥巣 中野 佐伯

（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 河野 河野 河野

精 神 神 経 科 《 外 岡 雄 二 》 外岡 外岡 外岡 《初診は完全紹介状制》木曜の第1は午前のみ

循 環 器 科 初診 阪本 阪本 富永 長谷川／山田 金曜の長谷川医師は奇数週、山田医師は偶数週

（循環器内科）《 阪 本 宏 志 》 三川 三川 三川 三川 火曜の初診受付は午前10時まで

富永 山田 阪本

長谷川 谷川 月曜の長谷川医師は午後

（心臓血管外科）《 田 口 真 吾 》 田口 木ノ内

小 児 科 《 秋 山 直 枝 》 千葉 藤多 千葉 橘高 海野

鈴木 松岡

松岡 鈴木 海野 松岡 角皆

海野 秋山 鈴木 秋山 秋山

外 科 《 梶 本 徹 也 》 初診 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 火曜の道躰医師·良元医師は午前、阿部医師·後藤医師は午後

髙野 吉田 梶本 入村 良元 水曜の吉岡医師は午前

道躰／阿部 吉岡 髙野 道躰 ※1木曜の芦塚医師（小児外科）は偶数週の午前《初診は完全紹介状制》

良元／後藤 鈴木 芦塚※1 柏木 ※2はヘルニア外来（午後のみ）

森川 交代制※2 水曜の森川医師は午後《初診は完全紹介予約制》

（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本 神尾 木曜の神尾医師は第3週の午前

整 形 外 科 《 加 藤　 努 》 木原 永井 木原 《初診は完全紹介状制》

宮嶋 原田 原田 宮嶋 水曜は初診のみ

三槗 加藤 交代制 三槗 加藤 水曜の診察は午前9時半から

脳 神 経 外 科 《 諸 岡　 暁 》 藤田 廣津／坂本 武井 水曜は初診のみ、火曜の廣津医師は午前、坂本医師は午後

野田 諸岡 交代制 野田 諸岡 火曜の諸岡医師は再診のみ

形 成 外 科 《 西 村 礼 司 》 西村 平川 西村 予約のみ
（手術日）

西村 《初診は完全紹介状制》

藤田 藤田 藤田 藤田

泌 尿 器 科 《 後 藤 博 一 》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤

交代制 下村 笹原 交代制 下村

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平本 受付は午後1時～2時

産 婦 人 科 《 鈴 木 康 之 》 初診 矢田 榛葉 鈴木 矢田 小田 《婦人科初診は完全紹介状制》

婦人科再診 小田

妊婦健診 榛葉 矢田 佐藤 鈴木 佐藤・鈴木

（ 不 妊 症 ）
女性専用の外来

鈴木 鈴木 鈴木 受付は午前8時～9時

（婦人科疾患） 廣中 金山 受付は午後1時～2時 金曜の金山医師は不定期月2回

眼 科 《 藤 谷 暢 子 》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 木曜は紹介状初診及び予約のみ

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺※ 渡辺 ※木曜の渡辺医師は第4週のみ

耳 鼻 咽 喉 科 《 重 田 泰 史 》 児玉 交代制 児玉 高津 交代制 水曜の児玉医師と木曜の高津医師は初診のみ

重田 高津 重田 月曜の重田医師は初診のみ

高津 重田 児玉

皮 膚 科 《 津 嶋 友 央 》 津嶋 津嶋 津嶋／森下 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、森下医師は偶数週

清／森下 森下 森下 森下 月曜の清医師は第1・3週、森下医師は第2・4・5週

放 射 線 科 《 道 本 顕 吉 》 道本 道本 道本 道本 道本 《初診は完全紹介予約制》

青木 小宮山 ←治療外来

歯科口腔外科 《 勝 山 直 彦 》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山

井出 井出 井出 井出 井出

久我 久我 久我 久我 久我 火曜の岡山歯科医師は第3週のみ

吉田・岡村・猪俣 岡山 吉田・武田 義隆 木曜の義隆歯科医師は第1・2・4週

緩  和  ケ  ア  外  来 梶本 梶本医師は奇数週のみ《初診は完全紹介予約制》

       　　  ※都合により、内容が変更になることがあります。
       　　  ※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。●医師の人事異動について
退任日：平成30年11月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　 退任日：平成30年12月31日　　就任日：平成31年1月1日

診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名

歯科口腔外科 遠
ト オ

山
ヤ マ

　皓
コ ウ

基
キ

－

外科

坪
ツ ボ

井
イ

　一
カ ズ

人
ト

鈴
ス ズ

木
キ

　俊
ト シ

雅
マ サ

退任日：平成30年12月31日　　就任日：平成31年1月1日 鈴
ス ズ

木
キ

　俊
ト シ

亮
ア キ

入
ニュウ

村
ム ラ

　雄
ユ ウ

也
ヤ

診療科 退任医師名 就任医師名 市
イ チ

原
ハ ラ

　恒
コ ウ

平
ヘ イ

吉
ヨ シ

岡
オ カ

　聡
サトシ

整形外科
井

イ

ノ上
ウ エ

　裕
ヒ ロ

彬
ア キ

木
キ

原
ハ ラ

　匠
タクミ

形成外科 － 坂
サ カ

井
イ

　玲
レ

織
オ

笹
サ サ

本
モ ト

　翔
ショウ

平
ヘ イ

宮
ミ ヤ

嶋
ジ マ

　寛
ヒ ロ

武
タ ケ

産婦人科 圡
ド

井
イ

　貴
タ カ

之
ユ キ

－
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●病院だより

掲載位置  最終ページ下部　

掲載料  1枠 30,000円（税込み）

募集数  1号につき2枠（年4回発行）

申し込み  平成31年2月5日(火)から
 2月28日(木)まで

　平成31年度富士市立中央病院「病院だより」と「ウェブサイト」に掲載する広告を募集します。

　当院では多くのボランティアの皆様が活躍しています。患者さんに少しでも良い環境で療養・受診をし

ていただけるように･･･という温かなお気持ちから、職員だけでは行き届かない細かなところに配慮した活

動をしていただいています。

●ウェブサイト　

掲載位置  トップページ下部　

掲載料  1枠1か月 5,000円（税込み）

募集数  6枠

申し込み  掲載希望月の1か月前まで
 (4月からの掲載は2月28日(木)まで)

　これから就職活動を始める、または就職活動

中の学生の皆さん! 実際に看護の仕事を体験し、

職場の雰囲気を感じてみませんか？ 充実した一

日が過ごせるよう体験プログラムを用意し、ス

タッフ一同心よりお待ちしております。

実施日

平成31年2月6日㈬･13日㈬･20日㈬･27日㈬

平成31年3月6日㈬･13日㈬･20日㈬･27日㈬

　皆さんの作品が患者さんを笑顔にします。

　平成31年4月から9月までの展示分について、

下記のとおり申し込みを受け付けます。

受付日  平成31年2月22日(金)

 午前9時から午前9時30分まで
 ※希望者多数の場合は、午前9時30分から
 　月ごとに抽選を行います。

場　所  2階　大会議室

持ち物  院内ギャラリー

 展示申込書

 ※募集要項及び申込書は
 　当院ウェブサイトを
 　ご確認ください。

病院経営課　内線2221

　　　　　　　 看護部

※当院ウェブサイトの案内に
　沿ってお申し込みください。

【病院だより･ウェブサイトへの広告募集!】

【病院ボランティアさんの活動】

【看護学生インターンシップ開催】 【院内ギャラリー展示申込みについて】

応募多数の場合は、募集要項に沿って審査します。

外来受付時の書類記載のお手伝いや診療
科へのご案内、車いすの移動のお手伝い
をしていただいています。

患者さんが入院中に使用する袋類や帽子、
各種カバー等を自宅で作っていただいて
います。

車いす･点滴台･ワゴン･ストレッチャー
等の修理、点検をしていただいています。

  ※募集要項及び申込書は当ウェブサイトをご確認ください。

掲載期間は平成31年4月から平成32年3月までの間で、原則

3か月以上とします。

病院経営課　内線2222

現在、受付のボランティアさんを募集しています。お気軽にお問い合わせください。

医事課　内線2103

付 製 備

受 縫 整

ボランティアさん募集中!!



▍5

営業時間

9:00～18:00

第３日曜定休

駐車場あり

営業時間

9:00～17:00

日・祝日定休

駐車場あり

ほけんの
窓口

至富士

富士宮

富士宮駅

富士宮市立病院

富士急ホテル富士急ホテル

マルハン

イオンSC
富士宮

富士宮補聴器センター富士宮補聴器センター
富士宮店富士宮店

リオネットセンター富士
富士市石坂 大渕街道沿い

TEL・FAX 0545-53-2365

あなたのまちの補聴器やさん

富士宮補聴器センター
富士宮市錦町 イオンSC富士宮東側

TEL・FAX 0544-27-5629

東名高
速道路

富士
IC

アピタ

吉原高校

リオネット
センター富士

大
渕
街
道

Ｒ
１
３
９

ミニ
ストップ

ハック
ドラッグ

HB-P1

体積

約 ダウン
％25

従来品
タイプ

認定補聴器技能者在籍任せて安心！

より快適な両耳用低価格モデルより快適な両耳用低価格モデル

『リオネットウィー』『リオネットウィー』 新発売新発売!!もも

重量

約 ダウン
％20

従来の機種と同等出力で

小型・軽量化に成功!
（高出力補聴器『HB-P1』）

富士市立中央病院病院だより 第43号　平成31年1月20日発行(年4回発行)

〒417-8567 富士市高島町50番地   TEL.0545-52-1131   FAX.0545-51-7077
E-mail：byoin@div.city.fuji.shizuoka.jp　事務部病院経営課(内線2221・2222)

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。

富士市立中央病院ウェブサイト
http：//byoin.city.fuji.shizuoka.jp

腎臓病教室

日　　時：毎月第3火曜日　15：00～16：00

　　　　　第44期腎臓病教室スケジュール

　　　　　第4回：2/19、第5回：3/19、第6回：4/16

場　　所：2階大会議室

問い合せ：栄養科　内線2146

ファミリークラス（バースクラス･ペアクラス）

日　　時：毎月3回　13：00～15：00

場　　所：2階大会議室

問い合せ：産婦人科外来　内線2059

出前講座

当院職員を学校・会社・町内会の集まり・

医療施設等へ無料で派遣します。詳細は、

当院ウェブサイトをご確認ください。

問い合せ：病院経営課　内線2222

 ◦看護師 （8：15～16：45）

 ◦准看護師 （8：15～16：45）

 ◦薬剤師 （8：30～17：00）

 ◦臨床検査技師（8：30～17：00）

 ◦理学療法士 （8：30～17：00）

 ◦作業療法士 （8：30～17：00）

 ※勤務日数、勤務時間は相談に応じます｡

そ の 他  詳細は、当院ウェブサイトをご確認く
ださい。随時、病院見学も受け付けて
おります。

中央病院で働きませんか？
臨時職員募集

各　種　相　談 曜　 日 時　　間 場　　　所 問い合せ

看護・がん・よろず相談
病気や治療、療養生活に関することなど

月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター 内線2046

がん患者サロン ～一人で悩まないで～ 第4水 14：00～16：00 1階第1会議室 内線2916

化学療法の副作用相談会（ケア・爪・脱毛） 第4水 10：00～12：00 2階第3会議室 内線2916

医療福祉相談
医療・保健・介護・福祉サービスに関する生活相談

月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター 内線2918

お薬相談 月～金 8：30～17：00 1階お薬相談室 内線2126

栄養相談 月～金 予約制 2階栄養相談室 内線2146

検査に関する相談・血糖自己測定器説明 月～金 8：30～16：00 2階中央検査相談室（臨床検査科) 内線2267

フットケア相談（糖尿病患者さんの足のケア） 水 9：00～15：00 2階内科外来 内線2288

医療放射線被ばく相談 火・木 予約制 1階中央放射線科 内線2153

医療安全相談 月～金 8：30～16：00 2階医療安全相談室 内線2259

1 私たちは、患者さまの権利を尊重し、相互信頼に基づく医療に努めます。

2 私たちは、知りえた個人のプライバシーは、必ず保護します。

3 私たちは、検査・治療・予後などについて、分かりやすい説明に努め、患者さまの意思を尊重し
　ます。

4 私たちは、患者さまの必要や要望があれば、他の医療機関へ紹介し、必要な情報を提供します。

5 私たちは、市立病院としての自覚のもと、絶えず自己研鑽し、コスト意識を持ち、効率的な運営
　に努めます。

6 私たちは、医療機関相互の連携に心して、地域の医療体制への貢献に努めます。
｢つながる力 認め合う心 高め合う支援｣

富士市立中央病院は、地域の基幹病院

として、市民の皆さまにより良い医療

をやさしく安全に提供し、常に医療の

向上に努めます。

 理　　念

 平成30年度病院指針

 職員宣言

教室等の紹介

　　　　　　　病院総務課　内線2217・2218

職　　種
(勤務時間)


